
会報第７３号

八 雲 町 社 協 だより

社会福祉法人　八雲町社会福祉協議会

　令和６年２月１６日、八雲ボランティア５０周年記念祝賀会並びに新年親睦会がまるみ食

堂にて開催され、当社協も招待していただき出席しました。

小泉会長より「ここまでやってこれたのも皆様のおかげ」と挨拶があり、ボランティア活動

をしていく上での感謝の気持ち、周囲の理解を得ながら、何より自身が健康であることによっ

て５０年という節目を迎えることができたと述べられておりました。

　時代の変化とともに求められる活動も変わってくると思いますが、まだまだこれからも活

動を続けていただきたいと感じました。

　参加者と会員に結成５０周年記念誌が配られ、また地域福祉のためということで愛情銀行

への寄付もいただきました。

　八雲ボランティアの皆様、この度はおめでとうございました！

小泉会長挨拶の様子

愛情銀行へ寄付金贈呈の様子

ともに支え合う、安心・安全・福祉のまちづくりを目指して

結成５０周年

八雲ボランティア



　令和６年度も八雲町社会福祉協議会では、基本理念に基づき、地域住民・行政・町内会・福祉団体・ボランティ
ア等との密接な連携と協力・協同のもと事業・施策の基軸となる「新４期地域福祉実践計画」の実効性のある
事業推進により、効果が達成できるよう、町からの受託事業をはじめ、地域福祉及び在宅福祉サービス事業の
実施には最大限発揮されるようバランスのある業務の見直しと効率化と職員間の連携を図り、各事業の推進に
役職員が一丸となって努めてまいります。
　なお、新たに町より「生活支援体制整備事業」を受託しました。この事業を推進させるため生活支援コーディ
ネーター１名を配置し、さらに、業務の機能強化を図るため、本部に新採用事務職員として２名を増員するこ
ととなりました。
　新型コロナウイルス感染症が５類に移行したことから、令和６年度は、通常通り「ふれあいひろば」や「福
祉懇談会」など各種事業・研修等が計画通り開催する予定ですが、感染症予防を徹底したうえで、安心・安
全に実施するよう務めてまいります。
　さて、八雲町社協は、デイサービス【通所介護】・居宅介護支援・訪問介護（熊石地域）の三事業の介護
保険事業所を開設しております。
　各事業所の運営状況は、コロナの高止まり、特に、冬季は低温による他施設への避難的入所に加え、対象
者の死亡及び他施設入所の増加の影響を受け、利用者の減少に歯止めがかからない状況にあり、厳しい運営と
なっておりますが、常に事業の状況を把握しながら経営の安定化と利用者のサービス向上に努め、信頼され親
しまれる事業所として、新たな利用者確保に一層強化と社協らしい事業展開を図りながら、継続的な事業経営
に努めてまいります。
　町民の皆様には、社協に対しまして、さらなるご理解とご協力をお願いいたします。

基本方針

重点推進事項

令和６年度 八雲町社会福祉協議会事業計画

５
ヶ
年
計
画【
令
和
５
年
度
〜
令
和
９
年
度
】

の「
新
４
期
地
域
福
祉
実
践
計
画
」を
基
軸
に
、

着
実
な
事
業
の
展
開
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

常
に
進
行
管
理
を
把
握
し
、関
係
団
体
等
と
の

協
議
や
相
互
協
力
を
図
り
、新
規
事
業
を
は

じ
め
と
す
る
計
画
事
業
の
着
実
な
実
施
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑴ 

地
域
実
践
計
画
の
推
進

　

地
域
福
祉
活
動
は「
み
ん
な
で
支
え
合
う
」

を
理
念
と
し
、
社
協
活
動
と
の
協
働
を
促
進

さ
せ
る
た
め
地
域
住
民
や
あ
ら
ゆ
る
団
体
・

組
織
と
連
携
し
た
住
民
福
祉
活
動
を
推
進
し
、

様
々
な
課
題
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は「
八
雲
町
社
会
福
祉
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
度
は「
八
雲

町
福
祉
懇
談
会
」を
開
催
す
る
計
画
と
い
た
し

ま
し
た
。
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
地
域

福
祉
の
意
義
や
役
割
、
推
進
方
法
等
に
つ
い
て

関
係
者
と
共
有
す
べ
く
、
内
容
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き「
第
19
回
ふ
れ

あ
い
ひ
ろ
ば
」を
開
催
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
福
祉
団
体
や
町
内
会
等
の
自

主
的
な
福
祉
活
動
へ
の「
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
」を
構
築
し
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ―

の
活
動
を
活
発
に
行
い
な
が
ら
、
自
主
的

な
福
祉
活
動
を
積
極
的
に
支
援
協
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

⑵ 

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、中
心
的
な
行
事
で
あ
り
ま
す

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」を
は
じ
め「
青
少

年
福
祉
活
動
体
験
事
業
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
愛

ラ
ン
ド
北
海
道
」へ
の
参
加
を
通
じ
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
と
育
成
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
を
助
長
さ
せ

る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
あ
る
活
動
紹
介
や

支
援
体
制
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
愛
情
銀
行
）事

業
は
、主
に
町
の
補
助
金
と
町
民
の
寄
附
金
を

基
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
運
営
助
成
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
寄
附
金
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、よ
り
善
意
が
広
が
る
工
夫
に
よ
っ

て
事
業
の
見
直
し
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶ 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
と

　 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携

　

町
か
ら
、令
和
６
年
度
よ
り
、「
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
」を
受
託
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。具
体
的
に
は
、「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ―

」を
主
業
務
と
す
る
社
協
正
職
員

１
名
を
新
規
採
用
し
、町
の
現
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ―

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、関
係

団
体
で
構
成
す
る「
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
協
議
体
」を
は
じ
め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
も
連
携
し
な
が
ら
、地
域
や
団
体
で
実
施
し

て
い
る
、い
き
い
き
百
歳
体
操
、誰
で
も
座
れ
る

い
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、げ
ん
き
食
堂
な
ど
の
事

業
を
支
援
す
る
活
動
を
は
じ
め
自
主
的
な
福

祉
活
動
の
推
進
に
寄
与
し
て
い
く
も
の
で
あ
り

ま
す
。

⑷ 

「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」
の
推
進

　 ※

新
規
受
託
事
業

　
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」に
つ
い
て

は
、マ
ニ
ュ
ア
ル
は
構
築
さ
れ
た
も
の
の
、具
体

的
な
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
、速
や
か
に
行
政

等
や
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
、有
事
に
即

応
で
き
る
よ
う
体
制
を
構
築
し
災
害
時
の
対

応
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、八
雲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
の
連

携
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑸ 

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の

　 

実
効
性
の
確
立
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経
済
困
窮
者
や
社
会
的
孤
立
の
状
況
に
あ
る
生
活
困
窮

者
に
対
し
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業「
生
活
就
労
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
し
ま
」と
連
携
し
自
立
支
援
相
談
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、低
所
得
者
や
経
済
的
な
生
活
課
題
を
抱
え
る
世

帯
に
対
し
、生
活
一
時
金（
社
協
単
独
事
業
）、生
活
福
祉
資

金（
北
海
道
社
協
事
業
）の
貸
付
と
相
談
支
援
を
行
い
、経

済
的
自
立
及
び
生
活
意
欲
の
助
長
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

⑹ 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
活
動
の
実
施

　

町
か
ら
の
受
託
事
業
を
中
心
に
実
施
し
て
い
る
、給
食

（
八
雲
）、移
送（
八
雲
・
熊
石
）、高
齢
者
訪
問（
熊
石
）サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、利
用

者
が
よ
り
良
い
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
、安
全
に
留
意
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、町
民
の
善
意
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
車
椅
子
や
ベ
ッ

ド
の
有
効
活
用
を
行
っ
て
い
る
福
祉
用
具
無
料
貸
付
事
業

に
つ
い
て
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、新
た
に
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
向

け
た
研
修
を
受
講
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、町

及
び
関
係
機
関
と
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
、早
期
に
施
策
を
展
開
で
き
る
よ
う
体
制
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

⑺ 

在
宅
福
祉
活
動
の
推
進

　

八
雲
町
社
協
は
、町
か
ら
の
運
営
補
助
金
、生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
及
び
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
委
託
金
、介

護
保
険
事
業
に
と
も
な
う
介
護
報
酬
、町
民
等
か
ら
の
愛

情
銀
行
へ
の
寄
附
金
、更
に
は
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
た

自
主
財
源
で
あ
り
ま
す
個
人
会
費
・
賛
助
会
費
・
特
別
会
費

及
び
共
同
募
金
助
成
金
な
ど
多
様
な
公
的
財
源
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

会
費
な
ど
の
自
主
財
源
は
、人
口
減
少
や
長
引
く
経
済

不
況
及
び
景
気
後
退
等
に
加
え
、物
価
高
騰
な
ど
、大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、社
協
の
活
動
に
対
し
て
、ご
理

解
を
い
た
だ
く
よ
う
丁
寧
な
説
明
に
心
が
け
、納
入
の
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
会
費
納
入
に
つ
い
て

　

自
主
財
源
の
中
で
大
き
な
割
合
を
占
め
る
会
費
に
つ
い
て

は
、引
き
続
き
、社
協
の
活
動
に
対
し
て
の
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、住
民
や
町
内
会
等
の
理
解
を
得
な
が
ら
個
人
会

費
の
納
入
と
賛
助
会
費
・
特
別
会
費
の
加
入
促
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

②
共
同
募
金
へ
の
協
力

　

住
民
の
善
意
と
助
け
合
い
の
精
神
に
よ
り
、地
域
福
祉
推

進
の
取
り
組
み
の
財
源
を
支
え
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、

社
協
が
行
っ
て
い
る
各
種
団
体
助
成
金
の
原
資
で
あ
り
重

要
な
財
源
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、八
雲
町
共
同
募
金
委
員
会
が
実
施
す
る
募

金
活
動
に
対
し
積
極
的
に
参
加
し
支
援
協
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

②
基
金
・
積
立
金
に
つ
い
て

　

社
協
に
は
、資
本
金
と
な
る
基
本
財
産
の
ほ
か
、福
祉
基

金
、財
政
調
整
基
金
、人
件
費
積
立
金
、備
品
等
購
入
積
立

金
及
び
退
職
手
当
引
当
金
が
あ
り
、そ
の
管
理
に
は
八
雲

町
社
協
資
金
管
理
運
営
方
針
等
に
基
づ
き
万
全
を
期
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、資
金
状
況
に
応
じ
積
立
と
基
金
設
置
目
的
に
沿

い
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑽ 

財
源
の
確
保
と
財
政
の
確
立

①
啓
発
・
広
報
活
動

　
「
社
協
だ
よ
り
」、「
支
所
だ
よ
り
」を
年
４
回
発
行
し
、各

種
事
業
や
活
動
の
周
知
を
図
り
社
協
活
動
の
啓
発
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
広
報
活
動
も
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

②
組
織
運
営
の
充
実

　

評
議
員
会
、理
事
会
の
開
催
を
通
し
て
、法
人
運
営
や
事

業
推
進
の
方
向
性
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、監
査
の
実
施
に

よ
り
法
人
運
営
の
適
正
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。必
要
に

応
じ
各
委
員
会
及
び
正
副
会
長
会
議
を
開
催
し
個
別
対
応

を
図
り
ま
す
。

　

研
修
会
・
研
究
会
等
へ
の
参
加
や
関
係
団
体
と
の
交
流
等

を
通
じ
情
報
収
集
に
努
め
、地
域
福
祉
を
推
進
す
る
団
体

と
の
役
割
・
機
能
を
発
揮
し
、地
域
に
理
解
と
信
頼
を
得
ら

れ
る
社
協
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。職
員
研
修
会
を

自
主
的
に
開
催
す
る
な
ど
、職
員
の
資
質
向
上
と
専
門
性
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
地
域
間
交
流
の
促
進

　

渡
島
噴
火
湾
社
会
福
祉
協
議
会（
鹿
部
町
・
森
町
・
八
雲

町
・
長
万
部
町
）連
絡
会
議
に
積
極
的
に
参
加
し
、近
隣
社

協
と
の
連
携
・
交
流
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、八
雲
・
熊
石
両
地
域
の
交
流
に
つ
い
て
も
、引
き
続

き
各
種
行
事
・
事
業
等
の
相
互
参
加
等
を
図
り
な
が
ら
、交

流
促
進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑾ 

社
協
組
織
運
営
の
充
実

　

町
か
ら
の
受
託
事
業
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、遺

漏
の
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
八
雲
町
総
合
保
健
福
祉
施
設
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
管
理
業

　

務
②
寝
た
き
り
高
齢
者
等
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業（
八
雲
・

　

熊
石
地
域
）

③
高
齢
者
等
給
食
サ
ー
ビ
ス
支
援
事
業（
八
雲
地
域
）

④
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業（
八
雲
地
域
）※

新
規
受
託

⑤
緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業（
八
雲
・
熊
石
地
域
）

⑥
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
運
営
事
業（
八
雲
地

域
）

⑦
要
介
護
認
定
訪
問
調
査
事
業（
八
雲
地
域
）

⑧
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
及
び
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ 

　

メ
ン
ト
作
成
業
務（
八
雲
地
域
）

⑨
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
訪
問
事
業（
熊
石
地
域
）

⑿ 

町
か
ら
の
受
託
事
業
の
実
施

　

町
民
が
生
活
す
る
う
え
で
必
要
な
食
料
品
や
燃
料
な
ど

の
高
騰
が
続
い
て
お
り
、経
済
的
困
窮
に
陥
り
、例
年
に
も

増
し
て
、相
談
件
数
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
、行

政
や
関
係
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
相
談
援
助
活
動
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、各
種
事
業
や
活
動
を
通
じ
住
民

の
悩
み
に
速
や
か
に
相
談
に
の
り
適
切
な
助
言
・
支
援
等
を

合
わ
せ
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

北
海
道
社
協
か
ら
の
受
託
事
業
で
あ
り
ま
す
、判
断
能

力
が
十
分
で
な
い
方
の
金
銭
管
理
等
を
支
援
す
る
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
は
、利
用
要
望
に
対
応
し
得
る
体
制
を

整
え
、生
活
支
援
員
の
確
保
等
実
施
体
制
に
万
全
を
期
し

て
ま
い
り
ま
す
。

⑻ 

相
談
・
自
立
支
援
事
業

　

介
護
保
険
事
業（
通
所
、居
宅
、訪
問
）は
、利
用
者
満
足

度
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、今
後

に
お
い
て
も
利
用
者
の
声
を
受
け
止
め
、親
し
ま
れ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

し
か
し
、利
用
者
の
減
少
傾
向
か
ら
収
支
の
均
衡
を
図
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
間
、運
営
方

法
等
の
見
直
し
を
図
り
改
善
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、一
定

の
成
果
は
あ
っ
た
も
の
の
、初
期
の
目
標
に
は
至
っ
て
は
お
り

ま
せ
ん
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
慎
重
な
事
業
運
営
の
在
り
方
や
改
善

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、各
事
業
所
の
収
支
の
均
衡
を
基

本
に
、介
護
保
険
事
業
総
体
と
し
て
の
運
営
方
法
等
に
つ
い

て
、関
係
機
関
と
の
協
議
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

⑼ 

介
護
保
険
事
業
所
の
健
全
運
営

八雲町社協だより
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令和６年度八雲町社会福祉協議会収支予算

[本所拠点区分 ] （単位：千円）

（単位：千円）（支出）（収入）

○法人本部運営事業 71,190
○生活支援体制整備事業 4,968
○共同募金助成金事業（本所） 1,375
○在宅福祉事業（本所移送・給食） 6,811
○緊急通報システム事業 2,443
○ふれあい広場事業 1,384

○通所介護事業 30,832
○居宅介護支援事業 19,453
○ボランティアセンター（愛情銀行）事業 981
○生活一時金貸付事業 1,000
○生活福祉資金貸付事業 152

[ 支所拠点区分 ] （単位：千円）

○共同募金助成金事業（支所） 　370
○在宅福祉事業（支所移送） 2,456

○訪問介護事業 14,866
○小口資金貸付事業 501

会 費 収 入

町 補 助 金 収 入

町 受 託 金 収 入

道 社 協 受 託 金 収 入

共 同 募 金 助 成 金 収 入

介 護 保 険 収 入

寄 附 金 収 入

受 取 利 息 配 当 金 収 入

雑 収 入

償 還 金 収 入

積 立 預 金 取 崩 収 入

拠点区分間繰入金収入

サービス区分間繰入金収入

前 期 末 支 払 資 金 残 高

本所拠点区分収入予算合計

３，４５８

３９，７８５

３０，０６１

２７２

１，３７５

３６，０２８

５０

４

１，６００

１，０００

１０，６４９

８５

５，２００

１１，０２２

１４０，５８９

科　　　目 予　算　額

人 件 費

事 業 費

事 務 費

助 成 金 支 出

共 同 募 金 助 成 金

貸 付 事 業 支 出

施 設 整 備 支 出

積 立 資 産 支 出

サービス区分間繰入金支出

予 備 費

本所拠点区分支出予算合計

１１０，２９７

１１，７９２

８，７９６

３５５

１，３７５

１，０００

４４０

１，５２９

４，７９５

２１０

１４０，５８９

科　　　目 予　算　額

（単位：千円）（支出）（収入）

町 補 助 金 収 入

町 受 託 金 収 入

共 同 募 金 助 成 金 収 入

介 護 保 険 収 入

自 立 支 援 費 等 収 入

受 取 利 息 配 当 金 収 入

雑 収 入

償 還 金 収 入

施設整備費等補助金収入

５，６９２

３，１４５

３７０

５，７４８

２

２

１

５００

１，６０８

科　　　目 予　算　額

人 件 費

事 業 費

事 務 費

貸 付 事 業 支 出

施 設 整 備 支 出

共 同 募 金 助 成 金

予 備 費

１２，９６３

１，９７０

５６３

５００

１，５７７

３７０

２５０

収 入 予 算 総 合 計 １５８，７８２ 支 出 予 算 総 合 計 １５８，７８２

科　　　目 予　算　額

前 期 末 支 払 資 金 残 高 １，１２５

支所拠点区分収支予算合計 １８，１９３ １８，１９３支所拠点区分支出予算合計

八雲町社協だより
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中
央
共
同
募
金
会
よ
り
共
同
募
金
運
動
奉

仕
功
労
者
と
し
て
功
績
が
評
価
さ
れ
次
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
六
年
二
月
九
日
開
催
の
八
雲
町
共
同

募
金
委
員
会
第
二
回
理
事
会
の
席
上
で
大
野

副
会
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

・
能
　
代
　
常
　
男
　
様

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

社協会費及び賛助会費のお願い

今年度もどうぞよろしくお願いいたします

　当社協は、町民皆様のお力添えに支えられながら、地域福祉、在宅福祉そして介護保険
事業所の運営を推し進めております。
　社協の運営財源は、町民皆様から収めていただく会費、町補助金、受託事業の受託金、
赤い羽根共同募金の助成金、そしてボランティアセンター（愛情銀行）によせられた寄附
金（浄財）、介護報酬等により賄われています。
　会費の主な使い道は、毎年開催するふれあい広場事業（米寿・敬老の御祝）、隔年開催
する社会福祉大会（福祉功労者表彰式、講演会）や福祉懇談会の開催事業、会報（社協だより）
発行事業、福祉機器等の貸出事業等に使われております。
　町民皆様からご協力いただいた会員会費は、福祉のまちづくりのため、さまざまな事業
を通じて町民の皆様に還元させていただいております。

　本年度もご理解賜りご協力下さるようお願いするとともに、全戸加入下さるようご協力
をお願します。

お願いする会費は次のとおりです。

【　一般会費　５００円　】

　後日、社協役職員がお伺いいたしますので、社協の地域福祉事業にご理解いただき、一
口以上のご配慮下さるようお願いします。

【　賛助会費　一口　３，０００円　】

令和５年度　中央共同募金会会長表彰伝達

八雲町社協だより
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通ボラ
No.32

　去る令和６年３月２日（土）、シルバープラザにて開催されました。
　令和５年度は“ボランティア活動者の健康づくり
と免疫ケア”を目標に開催し、『体が資本！口腔・体・脳いきいき体操！』というテーマで、第
一興商函館支店支店長小野康典氏、営業開発課田名部英美氏をお招きし、カラオケ機器を使
用しながら歌に合わせて体操・ためになるお話を交えて１１項目、１時間半の講演をしてい
ただきました。

　当日は５１名の方に参加していただき「普段いかに体を動かしていないかがよくわかっ
た」「うちでもやってみる」と参加者の方から声が聞かれました。
　体が資本のボランティア活動、皆さんにはいつまでも健康、元気に活動していただきたい
です。

たくさんご参加いただきありがとうございました！

令和５年度

ボランティア

スクール開催！！

八雲町社協だより
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　デイサービスセンターでは、毎月様々な行事を開
催しております、興味のある方や利用してみたい方、
見学や体験利用がありますので、当センターまでお
気軽にお問い合わせ下さい。

　当ボランティア連絡協議会では、平成２５年度より八
雲町、ヤクルトさんのご協力のもと、自動販売機の取り
扱い事業を行っております。
　シルバープラザ談話コーナーに設置しており、売り上
げ金はボランティア活動に活用いたします。是非ご協力
のほどよろしくお願いいたします。

新  人  紹  介

　総務係に配属となりました、
小中のぞみです。
　地域福祉に貢献できるよう勤
めてまいります。
　宜しくお願いします。

　地域福祉係・生活支援コーディ
ネーターの大清水貴俊です。
　一日でも早く皆様に顔を覚え
てもらえるよう、精一杯頑張り
ます！

　在宅福祉係の樋田華奈です。
　経験のないゼロからのスター
トとなりますが、頑張ります。
　よろしくお願いいたします。

八雲デイサービスセンター

☎６３－４１１０
八雲デイサービスセンターまで
皆様のお越しをお待ちしております

八雲町ボランティア連絡協議会
ヤクルト自動販売機取扱事業

こ  なか おお  しみずたかとし

ひ  だ はる な

八雲町社協だより
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会
報
第
七
十
三
号

令
和
六
年
五
月
一
日
発
行

二
海
郡
八
雲
町
栄
町
十
三―

一

社
会
福
祉
法
人
　
八
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会

八
雲
町
社
協
だ
よ
り

☎
０
１
３
７―

６４―

２
１
１
２

FAX
０
１
３
７―

６３―

２
１
６
０

赤い羽根共同募金の助成金は、八雲町社協だよりの発行にも役立てています。

　
　
十
二
月

・
八
雲
町
介
護
保
険
事
業
所
合
同
説
明
会

・
第
四
回
正
副
会
長
会
議

・
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
係
る
協
議
体

・
第
五
回
正
副
会
長
会
議

・
仕
事
納
め
式
（
十
二
月
二
十
九
日
）

　
　
一
月

・
仕
事
始
め
式
（
一
月
五
日
）

・
第
三
四
半
期
定
期
監
事
監
査

・
八
雲
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
新
年
会
　
　
　
　
遊
楽
亭

・
八
雲
地
域
ケ
ア
会
議

・
第
五
回
理
事
会

　
　
二
月

・
八
雲
地
域
ケ
ア
会
議

・
八
雲
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
結
成
５０
周
年
記
念
祝
賀
会
並
び
に

　
新
年
親
睦
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
る
み
食
堂

・
第
六
回
正
副
会
長
会
議

・
第
一
回
渡
島
地
区
「
地
域
に
理
解
さ
れ
、
支
持
さ
れ
る
社

　
協
づ
く
り
研
修
」

　
　
三
月

・
令
和
五
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

・
第
六
回
理
事
会

・
第
二
回
渡
島
管
内
社
協
会
長
・
事
務
局
長
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
島
合
同
庁
舎

・
八
雲
地
域
ケ
ア
会
議

・
第
二
回
評
議
員
会

・
渡
島
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
役
員
会
並
び
に
第

　
二
回
渡
島
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
島
合
同
庁
舎

・
社
協
職
員
退
職
辞
令
交
付
式

　
　
四
月

・
八
雲
町
社
協
辞
令
交
付
式
並
び
に
年
度
始
め
式

・
八
雲
町
交
通
安
全
大
会

○内浦２区　はまなすクラブ １，６９２円
○八雲ボランティア １００，０００円
　（結成５０周年記念事業として）
○北海道遊技事業協同組合 １０，０００円

ボランティアセンター（愛情銀行）
令和5年12月16日～令和6年4月15日（順不同・敬称略）

社
　
協
　
活
　
動
　
メ
　
モ

社協職員の動き
この度、次のとおり異動がありましたのでお知らせいたします。

＊令和 6年３月３１日付退職者
　荒　谷　佳　弘（熊石支所長）
　吉　田　洋　子（庶務係長　兼　訪問介護係長）

＊令和６年４月１日新採用
　総　務　係　　小　中　のぞみ
　地域福祉係　　大清水　貴　俊
　在宅福祉係　　樋　田　華　奈

＊令和６年４月１日異動
　事　務　局　長　兼　熊　石　支　所　長　　伊　藤　　　修
　地域福祉係長　兼　在宅福祉係長　　柴　田　　　亨
　熊石庶務係長　兼　訪問介護係長　　笹　原　幹　雄

＊令和６年４月１日再雇用
　庶務係　兼　訪問介護係　　吉　田　洋　子

～ よろしくお願い申し上げます ～

―　皆さんの温かい善意のご寄付ありがとうございました　―

一　般　寄　附
○八雲ボランティア タオル５０枚
　（平成１０年度より継続）

物　資　寄　附

八雲町社協だより
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